
打出・平野 FC 合併説明会（１月９日） 

（素案であり変更点がある場合があります） 

 

1. 全面合併に至る経緯とその目的 

 

 両チームの成り立ちとこれまでの活動状況 

打出ＦＣ（旧大津ＪＦＣ）はスポ少母体のチームであり逢坂スポーツ少年団に加入するこ

とが条件になっている。 

平野ＦＣはクラブチームであり、平野小学校の生徒及び平野学区の子供であることが条件

になっている。 

成り立ちは違うチームであるが、サッカーを通して地域の子供たちの健全な育成を目指し

ていることは同じである。 

これまでの実績はそれぞれのチームが幾度か県大会に出場をしており、最高、県準優勝を

している。また、卒業した子供たちの中には、Ｊリーグの下部組織であるジュニアユース

のチームに所属し活躍している選手や、全国高校選手権に出場し国立競技場のピッチに立

ち全国優勝した選手もいる。 

 

 両チームスタッフの少年サッカーに対する考え方の共通性 

ゴールデンエイジ（7 歳から 12 歳）の時代にクリエイティブな選手になるために必要な＝

判断を伴う実践的で正確な技術、つまり「サッカーの基本」を身につけさせ、ゲームを通

して基本の必要性を理解させ反復練習によってサッカー選手として将来大きく成長するた

めの基盤を作る。 

 

 ６年の冬からの合同チームの活動実績と中学生活への有効性 

大津・平野合同チームは今に始まったことではなく十数年前から６年生秋の県選手権終了

後から実施していた。現倉本ＧＭを中心に中学生に向け高いレベルを目指したサッカーの

実践と中学校生活へのサッカーを通じた仲間作りを行いスムーズに中学生活に入れる環境

を作ってきた。 

 

 打出学区内での共同活動の意義 

チームの目的でもある地域の子供たち生涯サッカーを楽しめる為の基盤作りを達成するに

あたり地域の枠を小学校学区からほとんどの子供たちが通う中学校学区に枠を広げ、６年

生の冬からではなく最初から同じチームで同じ目標に向かって取り組むことが子供たちの

サッカーに対するベストの環境であり、スムーズに中学サッカーに対応できると考える。 



また、中学生を対象にした倉本ＧＭのサッカースクール即時に対応できる。 

 

 ２００９年４月からの６年生の取組 

チーム成績としては、読売全日本少年サッカー滋賀県県大会出場・滋賀県県選手権県大会

出場と当初の目標を達成できた。また、個々の選手たちも１６人の６年生の中で競争意識

と仲間意識が芽生えすごく成長したと思う。 

 

2. 合併後の新チームについて 

 チーム名の統一 

チーム名は打出フットボールクラブとなる。 

打出中学校学区という恵まれた環境で地域の子供たちを地域で育てるにこだわったチーム

名にする。 

 

チームの目的・目標 

地域の子供たちにサッカーを通じて、サッカーの正しい知識と技術の習得をさせると共に

心身の健全な育成を目指し、集団活動を通して子供同士で協力する事の大切さを学び生涯

通してサッカーを楽しめる基盤を作る。 

◎サッカーの楽しさを教え、自主性・自発性を育てる。 

◎結果よりも成果を大切にする。 

◎良いプレーは誉める。 

◎フェアプレーを徹底する・良いゲームの基本はここにある。 

◎相手・レフェリーに敬意を払い全力でプレーをする。 

◎選手全員に試合にでるチャンスを与える。 

個人：個人技術のレベルアップ 

チーム：県大会・関西大会・全国大会出場 

学年枠を超え、レベルにあったチーム編成を行います。 

 

 選手・チームの登録 

日本サッカー協会４種登録・大津市サッカー連盟登録 

 

 新チームの活動内容 

練習（逢坂・中央・平野小学校Ｇおよび県立体育館） 

公式戦（県サッカー協会４種および湖西ブロック４種活動に準ずる。） 

交流戦（日曜日を中心に他チームとの交流試合） 

合宿・遠征（年１回から２回実施） 

湖西トレセン・県トレセン選手推薦 



 

3. 新チームの組織と運営 

 子供たちを最優先に考える運営 

運営の基本的な考え方 はプレイヤーズファーストで行う 

サッカーをする子供たちプレイヤーを第一に考え「子供たちの成長に一番いいこと」をコ

ーチ・保護者で行うことです。コーチや保護者のやりがいや満足、あるいは大人同士のつ

ながりを保つためではく、子供の活動のサポートであることです。 

 

 チームとして組織的かつ明確な役割と運営 

GM の設置と代表・監督・学年担当の役割分担を明確にしていく 

 

 チームスタッフとしてのコーチ会と保護者会 

事務局の設置と保護者有志のチーム運営絵の協力 

連絡体制の確立、情報の共有化 

 

 会計の一本化 

逢坂スポーツ少年団の関係から完全な一本化はできないが統一チームとして部費の均一化

を図り FC のチーム運営は一本化にする。 

 

 予算の把握と会計管理 

会計担当者を決め予算立てし会計報告をしていく 

 

 試合会場への子供たちの送迎 

原則、現地集合・現地解散 

 

 試合と練習の際の保護者のサポート 

現打出 FC の当番制を廃止し保護者会の自主的なサポートによる運営をする 

備品は出来る限り逢坂小学校 G 倉庫に集約する。 

試合会場の後かたづけは子供たちで実施する。自分たちの使ったものは自分たちでかたづ

ける。 

自主的なサポートをしていただける保護者の方には子供たちのケアを含めその他コーチの

サポートをしていく 


